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関東・東海地域の地 震活動は ，3 ないし4つの
プレ ー トの複雑な相互作用により ， 引き起こされ
る。このため ，同地域の地震の発生機構を理解 す
るためには ，これらの プレ ー トの形と構造を明ら
かにす る必要があ る。






震観測網の 1983�1984年 の 2 ヵ年の記録をもとに ，
地殻構造を求 める3 次元 イ ンヴァー ジ ョン法の新
たな解析手法を 開発し，同地域の3 次元微細速度
構造を明らかにした後 ， それに基づいて ， 同地域
に起こ る地震の精 密な震源再決定を行った。
その結果，低速度領 域は ，地震活動度の低 い地
域と一 致するとともに，新第 3 紀以降の厚い堆積
層の分布す る領域とも 一 致することが判 明した。
また ，高速度領域は ，地震活動度の 高い領域に 一
致し，フ ィリピン海プレ ー トのもぐりこみに対応
してい ることが明 らかになった。
このよ う な方法 により，高精度で，関東・東海
地域のプレ ー ト構造が明らかにな り，とくに ，相
模トラフから首都圏の下に沈み込んでいる フ ィリ
ピン海プレ ー トの構造につい ては ，その特徴を明
らかにす ることができた。









する地震の発生機構 は，陸側プレ ー トとフ ィリ ピ
ン海プレ ー トの相対的運動を 反映して ， 圧縮軸が
北西～南東方 向にあるケー スが普通 である。
今回の活動 が，前述のプレ ー ト構造の研究で明
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測衛星MO S - 1 （も も1号）の観測デー タ に関す
る海上検証実験が， 8月 5 ~ 8日 ，八丈島近海で，
航空機 船舶等を使用し，平塚支所，宇宙開発事
業団，気象研究所等が参加して行われた。
平塚支所では，MO S - 1搭載センサーの内，マ
ィ クロ波放射計 (M S R ) の海上風速検出性能を
検証するため，航空機 （セスナ40 2) に搭載した
「 2間波マ イ クロ波散乱計」で，広域の海上風の
観測を，房総半島～八丈島間の海上で行い， 衛星
のリモー ト セ ン シ ン グデー タ に対するシー ・ト ル
























観測に関するワー クショ ップ」 が，9 月に米国で
開催され， 大谷第 2研究部耐震実験室長が出席し
た。
今回のワー クショ ップは， 強震観測を研究や
業務として， 直接担当している者が集ま った会議
であるため ，活発な質疑応答が行われ，日米双方


































1 マ グニチュー ド 7 級の内陸 • IBO S によ る地殻変動 第 2 研究部 39,968 
地震の予知に関する研究 観測手法の研究
（昭和62~64年度） ・ 極微小地震の観測研究 第 2研究部 6 , 512  
2 .  太平洋における大気 • 海洋 • 海氷変動特性の観測研 平塚支所 11, 648 
変動と気候変動に関する国 ワ九℃ 
際共同研究 • MOS-1 衛星等の資料に 平塚支所， 8 , 380 
（昭和62~64年度） よ る大気 • 海洋相互作 第 1 , 4 研
用の解析研究 究部
重点基礎研究
1 土砂災害発生にかかわる軽 同 左 第 3 研究部 6 ,329 
石層の研究
（昭和61~ 62年度）




題 相手国・ 機関 経費（千円）
1 .  地滑 りの予知 ・ 制御に関する現場計測手法の開発
2 .  地震前兆パラ メー タ と警報レベルの研究
米 国 ・森林科学研究所
米 国 ・地質調査所





















| 9 月の地震活動 I
長野県北東部の新潟県境に近いところで，9 月
2日から 3日にかけて12件，1 4日から17日にかけ
て17件のバー ス ト的地震活動があ った。このうち
最大のものは9 月1 4日04時13分に発生したM 4. 5
である。一方，9 月 24日1 3時55分 ，茨城県沖50km
にM5 . 3, 深さ31kmの地震が発生し，これに伴う多
数の余震が記録 された。
- 4 -
10. 1 � 63. 9 .  30 ス イス ，納D恭明（雪害実験研究
所第 1研究室研究員）表層雪崩の発生と運動に関
究





• 朝日 ： 「震源の音に聴診器」来年度に計画着手
（地震発生機構）
• 読売 ：富士山5月にもM 2. 2地震
区 ポッ トラ｛月
10月 8日 NHK ( 1 チ ャン ネ ル）1 3時25分から
災害に備えて
I刊 行 物 I
研究速報 �第7 6号 （昭和62年 9 月）火山専用空
中赤外映像装置に関する開発研究（第 6報）
研究資料 �第1 22号（昭和6 2年9 月）長 岡 にお
ける積雪の断面観測資料 (1986�1987) 
I主な来訪者I





29日 米国ケ ン タッキー 大学学長
「星条旗」記者
30日 NT T筑波技術開発セン ター
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